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研究成果の概要（和文）：わが国におけるウナギ資源利用や天然資源量に関するデータの現状について調査を行
った．天然資源量に関しては，体系的なデータ収集は実施されておらず，科学的情報不足のまま不完全養殖のか
たちで絶滅危惧種を消費している現状が改めて明らかになった．社会的資源フローについては，内水面漁業およ
び養殖業の産業連関データを用いて「ウナギ産業」を仮想的に対応させることで投入・産出構造の特徴を明らか
にした．さらに関連産業への波及効果を分析するために，川上産業・川下産業への影響を産業連関分析により推
計した．本研究で構築した資源フローモデルにより，天然資源投入量が明らかになればウナギ産業や関連産業へ
の影響が分析可能となる．

研究成果の概要（英文）：We investigated the current status of data on eel resource use and natural 
resource volume in Japan. With regard to the amount of natural resources, systematic data collection
 has not been carried out, and the current situation of consuming endangered species in the form of 
incomplete aquaculture with lack of scientific information has become clear. With regard to social 
resource flows of eel, the characteristics of the input / output structure were clarified by 
virtually correlating the “eel industry” using the inland fishery and aquaculture industry of 
input-output data. Furthermore, in order to analyze the spillover effect to related industries, the 
influence on upstream industry and downstream industry was estimated by input-output analysis. The 
resource flow model constructed in this study makes it possible to analyze the impact on the eel 
industry and related industries if natural resource inputs are clarified.

研究分野：環境経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ウナギ資源はわが国の食において広く利用されており，近年の不漁から注目度が高いにもかかわらず，社会的フ
ローという視点での分析はあまり実施されていない．本研究ではウナギ産業という視点からの分析により，投
入・産出構造や関連産業の波及効果を明らかにした．データ不足によりウナギ産業自体の詳細な分析は不十分で
あるが，将来データ整備が実現すれば，本モデルを用いることで実証的な分析を行うことができる．さらに天然
資源量の情報が得られれば，社会的利用との関連性を考慮して，より精緻な資源フローについて分析することが
可能となる．このような分析を行うことで，持続可能なウナギ資源の適切な利用について検討することができ
る．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  本研究で対象とするのは，主に日本人が食用としてきたニホンウナギである．ニホンウナギは
現時点で完全養殖が実用化されておらず，天然資源である稚魚を捕獲し養殖することで食料と
して消費されているが，2014年 6月，国際自然保護連合によって絶滅危惧種と判定され，資源
枯渇が懸念されている．このような中で，ウナギの諸データは蓄積がないため，資源量は不明で
ウナギ関連市場についても整理されていない．今後ウナギを持続的に利用するためには，生態的
プロセスから漁獲-養殖-加工-販売を含む社会的プロセスに至る資源フロー構造を明らかにする
必要がある． 
 
２．研究の目的 
  本研究では，ニホンウナギの生態から社会的利用を通じた総合的資源フローモデルを構築す
ることで，ウナギ資源の需給バランスと最適な社会的利用を分析し，持続的な食料循環システム
について検討することを目的とする．また，わが国のウナギ関連産業の規模の推計や消費実態調
査を行う． 
 
３．研究の方法 
  自然科学的視点から，ニホンウナギの生活史を整理し，わが国を中心とする食料利用の現状に
ついて，関連データを収集して分析を行う．漁獲から養殖，加工や販売を経て消費に至るプロセ
スを社会的利用のフローとして，その実態調査を行うとともに，可能な限りデータ化する．わが
国のウナギ産業について，その規模や関連産業との関係を整理し，産業連関分析等を用いて産業
間の経済的影響や波及効果を分析する． 
 
４．研究成果 
  わが国で主に消費しているニホンウナギの生活史をはじめ，生態的な知見について情報を整
理した．その上で社会的利用におけるデータ収集を試みたが，現状のさまざまな調査による資源
量や社会的な利用に関するデータはほとんど整備されておらず，分析を行うには不十分である
ことが明らかとなった．このような現状に鑑み，わが国の内水面漁業および養殖業の産業連関表
を用いてウナギ産業の経済規模を推計することを試みた．この「ウナギ産業」を「漁業ウナギ」
と「養殖ウナギ」とに分類し，関連する漁業生産量，養殖生産量のデータに仮想的に対応させて
推計を行った．つまり内水面漁業と内水面養殖業のデータをもとに産業連関表を用いてそれぞ
れの投入構造と産出構造の特徴を明らかにした．これらの市場における流通データを資源フロ
ーとして考え，さらに産業連関分析により関連する他産業への波及効果を川上産業・川下産業と
し，それぞれについて推計を行った．これらのモデルと産業構造を把握しておけば，今後詳細な
ウナギ関連産業のデータを得ることにより，同産業の縮小や拡大などの変化に応じて川上・川下
両面への他産業に対する影響を把握することが可能となる．このように市場におけるウナギ資
源の取引が明らかになれば，全てのウナギ資源を天然資源から得ている現在，社会で利用してい
る全体の資源量の推計が可能となり，それは必然的に自然環境からの投入量とみなすことがで
きる．さまざまなデータ不足が明らかとなったため，それらを充実させるための方策とともに，
現在実用化に向けて開発中の完全養殖技術の評価や将来的な市場への影響について分析するこ
とが今後の課題である． 
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